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Shota Yanase, viola

ウェーベルン
6つのバガテル Op.9

Webern: Sechs Bagatellen Op.9 (1913)

ベートーヴェン
弦楽四重奏曲第1番 ヘ長調 Op.18-1

Beethoven: Streichquartett Nr.1 F-Dur Op.18-1 
(1798-1800)

 　

ウェーベルン
弦楽四重奏のための緩徐楽章

Webern: Langsamer Satz 
für Streichquartett (1905)

シューベルト
弦楽四重奏曲第15番 

ト長調 D887
Schubert: 

Streichquartett Nr.15 
G-Dur D887 (1826)

Tuesday, 25 April 2023 
19:00 TOPPAN HALL

19:00開演
トッパンホール

全席指定5,000円
U-25 2,500円

ウィーンの街に響いた弦楽四重奏曲
ENSEMBLE

TOPPAN HALL Vol.11

トッパンホール アンサンブル
―弦楽四重奏―
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4 25
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周防 亮介
Ryosuke Suho

猶井 悠樹
Yuki Naoi

柳瀬 省太
Shota Yanase

笹沼 樹
Tatsuki Sasanumaウィーンの街に響いた弦楽四重奏曲

ENSEMBLE
TOPPAN HALL Vol.11

トッパンホール アンサンブル
―弦楽四重奏―
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　室内楽ホールのプログラミングをしていていつも頭の片隅に
ある思い。それは名曲の宝庫である弦楽四重奏曲を日本の演奏
家で取り上げたいという野望。とはいえ新たな弦楽四重奏団を
結成することはホールの業務を超えることなので、いつも指を
くわえて我慢してきた。
　一方、トッパンホールは、練習に時間をかけかつ厳しいこと
でも知られるホール。公演の半年近く前にリハーサルが開始さ
れることもしばしばあるほど。その形で弦楽四重奏にチャレン
ジしてみてはどうだろうか。こう決意して企画したのが今回の
コンサートだ。こうした決断に至るには、私にそう強く決意さ
せたコンサートがあった。2022年のニューイヤーコンサート
でのシューベルト《弦楽五重奏曲》D956がそれである。コロ
ナ禍で外来アーティストの来日が中止になってメンバー変更が
出て急遽集まったメンバーでのリハーサルは、時間は限られて
はいたが、5人のアーティストが個々人の持ち味を最大限に活
かしながら精緻なアンサンブルを描き、シューベルト晩年の傑
作の深奥に迫っていた。終演後はアーティスト達の興奮も冷め
やらず、次のコンサートでの再会を強く望んだ。私は本番を聴
きながらシューベルト最後の弦楽四重奏曲をこのメンバーで
やってみたいという強い衝動に駆られた。コンサート終了後も

数か月ずっと考え続け決めたのが今回のメンバーとプログラム。
　弦楽五重奏曲と並ぶシューベルト晩年の傑作、最後の《弦楽
四重奏曲 ト長調》D887をメインに据え、シューベルトが常に
強く意識していたベートーヴェン《弦楽四重奏曲第1番》
Op.18-1を配置した。これが新たなクァルテット結成公演だっ
たら、ハイドンで開始するのが正統的だろうが、ここはそうい
う場ではないので敢えてベートーヴェンを選択した。そして、
ウィーンに生きたシューベルトののちに繋がる系譜として、
ウェーベルンの2つの作品を選択した。ライプツィヒ留学以降
ますますベートーヴェンに拘りをもつ猶井悠樹がOp.18-1では
1stを、シューベルトの歌謡性をより体現するためにD887では
周防亮介が1stを担当する。ウェーベルンは当日のお楽しみに
とっておこう。
　音楽の都ウィーンで発展を遂げてきた弦楽四重奏曲。その飛
躍的発展の契機ともなったベートーヴェンの出現とシューベル
トの最後の到達点を経て、新ウィーン楽派へ。ウィーンの街に
響いてきた弦楽四重奏の醍醐味を聴く、最初の章がいまスター
トする。

プログラミング・ディレクター
西巻正史


